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OPEC プラスの決裂による原油価格の低下が⽶国天然ガス価格の上昇につながる？ 
 
世の中というものは、こちらを押したらあちらが⾶び出す、というふうに、すべてがうまく
⾏く⽅法を⾒出すことは難しい、３⽉６⽇の OPEC プラスで原油減産会議が決裂し、逆に
原油増産となった結果、原油価格が半値近くの 30 ドル近くにまで急落した。 
 
原油急落で⾼まる株価下落リスク、反転上昇「4 つの条件」とは 
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 3 ⽉ 6 ⽇、⽯油輸出国機構（OPEC）とロシアなど⾮加盟国で作る「OPEC プラス」の協
調減産を巡る会合で、OPEC の 150 万バレルの追加減産要求にロシアが反発、交渉が決裂
して原油価格は急落した。 
 ロシアの予算レートが Brent 原油で 42 ドル程度であり、OPEC プラス開催前の価格⽔準
でも問題なく、かつ、さらなる減産は収⼊減になるとロシア国内の原油⽣産者から強い反発
があったためだ。 
 サウジアラビアは 4 ⽉からの⽣産を⽇量 1230 万バレルに引き上げることを早々に決定し
ている。その裏の意図として、財政状況の悪化には⽬をつぶり、他⽣産者をつぶしにかかっ
ているともいえ、市場は⼤きく混乱することになるだろう。Brent で 20 ドル台まで下落す
ることも想定しなければならない。 
 
原油価格の急落は、原油の輸⼊⼤国で
ある⽇本にとっては朗報である。⼀⽅、
本⽇の⽇本経済新聞には右の記事が載
った。 
 
天然ガス（LNG）の急伸（価格上昇）
が⽇本にどの程度の影響を及ぼすもの
であるかを⾒ておく必要がある。 
 
Wikipedia によると、 

シェールガス（英語: shale gas）は、
⾴岩（シェール）層から採取される天
然ガス（天然気）。従来のガス⽥ではな
い場所から⽣産されることから、⾮在



来型天然ガス資源と呼ばれる。 
天然ガスとは、天然に産する化⽯燃料としての炭化⽔素ガスのことである。メタン、続い

てエタンといった軽い炭素化合物を多く含み、その他の炭素化合物も含む。現代では、エネ
ルギー源や化学品原料として広く使われる。（※主成分はメタンであり体積では 95%以上を
占める） 
 
まず、原油価格が 30 ドル近くになったときに、各国の原油⽣産の採算がどうなるのかを⾒
る。次の資料である。これによると、各国ともまだ頑張れる範囲にはありそうである。上の
記事でロシアの予算レートは 42 ドルとあったが、下の図より原油⽣産コストは 19.2 ドル
である。 CAPEX（Capital Expenditure: 資本⽀出）、 OPEX（OperatingExpense: 操業費） 
 
国際原油市場を取り巻く環境と価格形成に影響を与える諸要因に関する調査報告書 

⼀般財団法⼈ ⽇本エネルギー経済研究所 平成２９年２⽉ 
 https://www.meti.go.jp/meti_lib/report/H28FY/000619.pdf 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



ついで、資源エネルギー庁のホームページを確認した。 
 
原油の輸⼊額（概算） 300 万バレル／⽇×365 ⽇／年×60 ドル／バレル＝6.6 兆円／年 
天然ガス輸⼊額（概算）80 万トン／年×５万円／トン＝4.0 兆円／年 
 
原油価格が 60 ドルから 30 ドルに半減すると、⽇本には３兆円強のメリットがもたらされ
る（⽪算⽤）。⼀⽅、上の新聞記事にある⽶国の天然ガスであるが、「2018 年 5 ⽉、「シェー
ル⾰命」が産んだ天然ガスが⽇本にも到来（資源エネルギー庁）」とあり、まだ輸⼊が開始
されたところである。⽶国以
外の他の国の⽣産が安定して
いればその影響は⼩さいもの
と考えられる。参考までに右
のようなニュースもある。エ
ネルギーの⼤輸⼊国であった
中国の動向（不振）が原因であ
る可能性が強い。 
 
資源エネルギー庁 ホームページ 化⽯エネルギーの動向より 
 https://www.enecho.meti.go.jp/about/whitepaper/2019html/2-1-3.html 

原油（⽯油） 
 
 
 
 
 
 
 
 



天然ガス（LNG） 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 



⽯油ガス（LPG） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 


